





The international cooperation strategies for Exploiting Emerging 
Markets of Taiwanese SMEs
WEI, Tsungche
ASEAN and India and other emerging market countries, GDP and foreign exchange 
reserves showed a rapid growth, the development of these emerging markets have received 
widely attention. Therefore, Taiwan's SMEs need to diversify risk and discover new 
perspectives overseas market demand, to expand in emerging markets. In addition, 
Taiwan's SMEs have always been more to OEM production mainly in supply chain 
management and so on, although have built a certain degree of competitive advantage, but 
in the new market or product development capabilities and marketing capabilities and 
brand is relatively weak. Therefore, taking "international cooperation strategy" to expand 
in emerging markets will be the more effective of strategic thinking for Taiwanese SMEs. 
This paper Suggests that Taiwanese SMEs to explore how to expand in emerging markets 
through international cooperation strategy to get over overseas market difficulties and 
then break back towards growth path.
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貢献度（全企業の総輸出額に占める中小企業の割合）は 1986 年の 66.37％から 1997 年の

























世界銀行の経済学者 Antoine van Agtmael が 1981 年に初めて「新興国市場」（Emerging 
Market）と言う言葉を使った。いわゆる「新興国市場」とは一人当たりの年平均 GDP收入が




学者 Jim O'Neilが 2001 年に出版した『Building Better Global Economic BRIC』（O'Neil, 
2001）レポートで、初めて「ブリックス 4ヵ国」（BRICs）の概念を打ち出し、ブラジル、ロ




済調査部門はまた 2005 年のレポートの中で「ネクスト 11」（Next 11）の概念を発表し、この
11 ヵ国の GDPが 2050 年までに G7 の 3 分の 2に達すると予測した。この 11 か国はバングラ
デシュ、エジプト、インドネシア、イラン、メキシコ、ナイジェリア、パキスタン、フィリピン、
韓国、トルコ、ベトナムを指す。
表 1は台湾経済部統計処の『2012 年製造業経営実況調查報告』で、台湾 2,887 社のメーカー
























中国（ホンコウとマカオを含み） 35.23 36.46 33.39 35.03
日　本 12.32 12.43 12.75 11.99
アセアン 12.07 11.04 12.92 12.59
北　美 16.21 16.70 16.61 15.56
ヨーロッパ 10.04 10.11 9.23 10.37
韓国 1.86 1.39 3.19 1.62
中 南 美 3.75 3.90 4.03 3.49
オースドリア、ニュージーランド 1.47 1.30 1.68 1.53
インド 2.63 3.43 3.02 1.70
中　東 1.86 2.23 1.34 1.79





















































が生産できない。さらに、新興国市場間の自由貿易協定（FTA, Free trade agreement）を善
用して他国の新しい商機を派生させることも考慮しなければならない。例えば、タイとミャン




























流、学習共同創造等ができ、共同目標を達成する（Killing, 1983; Porter & Fuller, 1985；山倉
健嗣、 2001）。
1980 年代初期より、異なる国籍企業のアライアンス（ISA, International strategic 
alliances）が急速に増えてきた。1980 年から 1990 年までの 10 年間で、日本とアメリカのメー
カーは約 500 件の企業提携を発展させた（Oster, 1994）。国際アライアンスの件数は 1989 年よ
り 1999 年までで 5倍に増加し、その中で最も顕著な例はスターアライアンス（Star Alliance）





























































































久裕興業科技株式会社（JOY. INDUSTRIAL CO., LTD）は 1971 年に創業した自転車のギア
ステーションの専門製造メーカーであり、2009 年に台湾経済部の第 18 回「國家磐石獎」、2012
年第 15 回「小巨人獎」などを受賞した優良な中小企業である。
久裕社が以前東南アジア市場を開拓した時は、主に東南アジアの華人系メーカーからローエ

























































































































2012 年に経済部中小企業処の第 15 回「小巨人獎」などを受賞した。
祺妈社のリハビリ医療器材発展は Senoh社（セノー）との提携関係に遡ることができる。
Senoh社は世界的に有名なリハビリ医療機器メーカーで、祺妈社と Senoh社の取引関係はす
























樹德企業株式会社（SHUTER enterprise Co. Ltd.）は 1969 年に創立した、台湾代表的な収
納道具の専門設計・製造メーカーであり、「SHUTER」、「livinbox」と「Orin」などグローバ
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